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触媒中のPd含有率に対するAuに隣接するPd

の割合およびPdの比表面積の関係を図2に示

す。このグラフから Pd含有量増加による Pd

粒子の成長に伴うPd比表面積の低下とPd-Au

合金化率の上昇により、触媒表面の過剰な反

応活性点が抑制されたことで高い一級アミン

選択性を示したと推測された。以上より、Pd

含有量の増加により、アルミナ粉末上での Pd

と Au の存在率が増加することで、触媒調製

時の貴金属同士の接触率が向上し合金化が促

進され、Auと合金化した Pd活性点が増加し

たことで、一級アミンの選択率が向上したと

考えられた。 

 

今後の課題： 

 ニトリルの水素化において良好な一級アミン選択率を示す Pd,Au触媒につき、今回のXAFS測定に

より触媒上に担持された活性成分の構造に関する知見を得ることが出来た。今後もさらなる高活性・

高選択性触媒の開発を目指し、EXAFSによる解析結果を参考にしながら担体や調製法の最適化を進め

たい。 
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図 2 Pd含有率に対するAuに隣接する Pdの割
合と Pdの比表面積の関係 
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